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日時  令和６年 11 月 14 日（木）13 時 30 分～ 
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令和６年度 第３回鹿屋市水道事業審議会 日程 
 

 
 

１ 日 時 

    令和６年 11 月 14 日（木） 13:30～15:30 

 

２ 場 所 

    鹿屋市上下水道部庁舎 ２階大会議室 

 

３ 会次第  

（１） 開会 
 

（２） 会長あいさつ 
 

（３）  報告 
 

第２回鹿屋市水道事業審議会結果（資料１） 
 

 

（４） 協議 
 

水道事業ビジョン（経営戦略）第６章及び第７章の素案について（資料２） 

 

（５） その他 
 

（６） 閉会 



資料１ 

 

令和６年度 第２回 鹿屋市水道事業審議会 会議録 

日 時：令和６年 10 月 22 日（火）13:30～ 

場 所：鹿屋市役所上下水道部庁舎２階大会議室 

出席者：（９名）遠矢達一、小林千鶴、貴島正勝、脇田定子、鎌ケ迫良子、内田一文、渡口義人 

峯﨑美千代、前野健二 

欠席者：（１人）村山枝美子 

事務局及び関係部課職員出席者：岩元上下水道部長 

（業務課）薗田業務課長、樋口業務課長補佐、上村主幹兼調整係長、松下主幹兼財務係長 

宮脇主査、板山主査 

（工務課）上ノ堀工務課長、薗田工務課長補佐兼浄水係長 

公開・一部公開の別：公開 

傍聴者数：０人 

議 題：（１）水道事業ビジョン（経営戦略）の素案について 

（２）投資・財政計画について 

（３）その他 

  

会次第 会議の内容 

１ 開会 省略 

２ 会長あいさつ 省略  

３ 報告 

（１）第１回鹿屋

市水道事業審議会

結果 

○資料に基づき説明 

【質疑応答】 

特になし 

 

（２）水道事業ビ

ジョン（経営戦略）

の令和５年度評価

結果について 

○資料に基づき説明 

【質疑応答】 

質疑（小林委員） 

 「Ｂ：概ね順調」とはどういう状況か。 

応答（薗田業務課長） 

 協議や調査等を進めている。計画終了期間までに目標を達成できる見込みで

ある。 

質疑（渡口委員） 

 人工衛星画像と AI 解析による漏水調査とは。 

応答（上ノ堀工務課長） 

 人工衛星から地上へマイクロ波を発して、その跳ね返りをＡＩが解析し漏水

疑い箇所を発見するもの。 

 これまで市内全域を６年かけて実施してきた漏水調査を、１年で出来るため、

効率化が図られるため、有収率の向上に期待している。 

質疑（前野委員） 



 何か調査を実施した結果、吾平・新生地区を水源候補としたのか。 

応答（上ノ堀工務課長） 

吾平地区の水源は、河川表流水から取水しており、大雨時は濁りが発生する

ことから、新たな水源を調査しているところである。今年度は、電気探査を実

施している。 

新栄地区についても、河川表流水から取水している柳浄水場を廃止するため、

昨年度、水文調査を行い、新たな水源を調査する予定である。 
（３）市政モニタ

ーアンケート結果

について 

○資料に基づき説明 

【質疑応答】 

質疑（遠矢会長） 

 市政モニターアンケートの対象は一般人か水道に詳しい人か。 

応答（薗田業務課長） 

各年齢層、男女等を無作為に選定されたモニターの方々である。 

４ 協議 

（１）水道事業ビ

ジョン（経営戦略）

の素案について 

 

○資料に基づき説明 

【質疑応答】 

質疑（貴島委員） 

 P2 の３行目「最低限」が最低限しか教えないよっていう意味に受け取れてし

まう。 

応答（薗田業務課長） 

 文言については事務局の方で検討させてください。 

質疑（遠矢会長） 

 山間部等の末端の水道についての人口減少割合等は把握されているのか。 

応答（上ノ堀工務課長） 

末端部の人口減少割合等のデータはないが、人が住んでいる限り水は供給し

なければならないが、そのような地域については、全ての管を更新するのでは

なく、修繕等で対応するなど検討していく。 

質疑(前野委員) 

  市内に水源はたくさんあるが、各水源は繋がっているのか。 

応答（上ノ堀工務課長） 

  旧鹿屋・串良地区については、ほぼ各配水系で繋がっているが、吾平地区に

ついては水源が１か所しかなく、また、輝北地区については、配水系ごとに水

源地があり、山間部であるため繋ぐことができない状況である。 

質疑(前野委員) 

  人口は減るが配水する地域は変わらない状況で、収入は年々減少していくこ

とから、水道施設を減らして、効率よく配水する方法を考えているのか。 

応答（上ノ堀工務課長） 

  施設を集約できるものは、少しでも減らせるように、施設規模適正化計画に

基づき、ダウンサイジング等を実施していく予定である。 

（２）投資・財政

計画について 

○資料に基づき説明 

【質疑応答】 



質疑（小林委員） 

投資財政計画の職員給与費が 2025 年度以降同額であるが、少しずつ上げなく

てもいいのか。 

応答（松下財務係長） 

人事異動があり、職員給与費については不確定要素があり、直近の決算数値

を横ばいとして計上することとした。 

質疑（小林委員） 

補てん財源の損益勘定留保資金の内容と資産減耗費の意味を教えてほしい。 

応答（松下財務係長） 

資産減耗費とは、固定資産から金額を落とすだけの固定資産除却費のことで

ある。現金支出を伴わないので、減価償却費と同様に損益勘定留保資金となる。 

質疑（小林委員） 

減価償却費より損益勘定留保資金が計画年度で一部少ないのはなぜか。 

応答（松下財務係長） 

この投資財政計画では、3 条収支と４条収支で現金を伴わないものを内部留保

資金としており、減価償却費以外のものも含まれており、差額が出ている。 

質疑（小林委員） 

資本的支出の委託費が 2030 年度だけ少額である理由は何か。 

応答（松下財務係長） 

投資財政計画を作成するにあたり、施設規模適正化計画をベースとして、平

準化に取り組み実施設計等の委託料を算出しているが、実施設計業務等がない

年もあり、委託料が少額である。 

質疑（小林委員） 

給水収益以外の収入はどういったものがあるか。 

応答（松下財務係長） 

雑収益、行政財産使用料等である。 

質疑（小林委員） 

経費削減も重要であるが、今ある資産を活用して収入を増やすことも必要で

あると思う。 

質疑（小林委員） 

長期前受金戻入はどこから戻ってくるのか。 

応答（松下財務係長） 

固定資産を取得するときに、民間の場合、補助金分を除いた金額を取得額と

していると認識している。過去に地方公営企業の場合、民間と同様に、補助金

を除いた額で資産計上している自治体や、補助金分も含めて資産計上している

自治体が混在しており、類似団体と比較ができない、資産の適正な把握ができ

ないなどの問題があり、平成 26 年度に、補助金をもらおうが、もらわなかろう

が、100 円で取得したものは、100 円で資産計上することになり、補助金相当額

分は、減価償却費とは逆で、耐用年数に応じて平準化した額を、長期前受金戻

入という費目に収益化するというルールになった。 



質疑（小林委員） 

現金は入ってこないのか。 

応答（松下財務係長） 

お見込みのとおり。 

質疑(前野委員) 
  工事費は大体同じぐらいの額で推移しているが、今後、老朽化が進んでいく

ため、早い段階から改善していかないと、行き詰ってしまうのではないか。 

応答（上ノ堀工務課長） 

  施設の老朽化が進んでいるので、出来れば早く更新したいが、料金収入が減

少していく状況の中、先延ばしできる施設更新は延期し平準化を図っている。 

まずは、大規模なポンプ場等を優先的に今後 10 年から 15 年間で更新し、そ

の後、管路の耐震化や老朽管対策を重点的に取り組んでいきたい。 

質疑（前野委員） 

 水というのは給水料金で賄われているんだということを知らなかった。 

アンケートでも 7 割の方も知らないので、水道料金を上げるのを考えるとな

おさらアピールしたほうがいいのではないか。 

いずれにしても、25％ぐらいでいってもいずれは行き詰まるのなら、我々の

業界でもやはり３割ぐらい値段が上がっており、３割でもう当たり前なのかな

と思う。 

 

５ その他 【質疑応答】 

 特になし。 
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